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【ユニット例：CDM70-1000W】

① 制御盤

② 熱風発生機

③ スクリューフィーダー投入機

④ 第１粉砕機本体

⑤ 第２粉砕機本体

⑥ サイクロン式回収器
（自動排出バタ弁付き）

⑦ 吸引ブロワ

占有面積
装置質量

ユーティリティー
供給装置
供給容積

投入口
サイズ

微粉末
回収部

粉砕量粉砕モータ機種名

L3000×H2200×W3000
980㎏

AC200V・３相・175A
ｽｸﾘｭｰﾌｨｰﾀﾞｰ

16L
φ21バッチ式

2～５
㎏/h

2.2ｋw
（2台）

CDM2-350W

L4500×H2200×W4000
1300㎏

AC200V・３相・225Aｽｸﾘｭｰﾌｨｰﾀﾞｰ

16L
φ47バッチ式

10～20
㎏/h

7.5ｋw
（2台）

CDM10-550W

L5000×H4000×W9000
3300㎏

AC200V・３相・225A
LPG 6.3㎥/ｈ
供給エアー 0.5MPa
100Nℓ/min

ｽｸﾘｭｰﾌｨｰﾀﾞｰ

115L
φ72連続式

30～60
㎏/h

15ｋw
（2台）

CDM20-700W

L7500×H5000×W9000
4300㎏

AC200V・３相・700A
LPG 17㎥/ｈ
供給エアー 0.5MPa
250Nℓ/min

ｽｸﾘｭｰﾌｨｰﾀﾞｰ

115L
φ133連続式

100～200
㎏/h

55ｋw
（2台）

CDM70-1000W

◆ 粉砕量は対象となる原料や設定粒度により大きく変動しますので目安数値となります。

◆ 装置は車上渡しとし、運送費・機械設置・電気工事・エアー，ガス配管工事は別途費用
となります。

◆ オプションで連続バタフライ弁排出の対応が可能です。

◆ セントリドライミルはフィルターがありませんので、必要に応じて粉塵回収装置等の
後処理装置の設置をお勧め致します。

乾燥粉砕事例
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39.0μｍ竹パウダー24.7μｍ長いも40.7μｍ小豆の皮33.3μm米ぬか55.3μｍ人参27.3μｍケール

48.0μｍ
漢方薬
抽出残渣

47.0μm里芋33.5μｍアーモンド皮16.9μｍ米麹44.2μmごぼう70.1μｍ大麦若葉

14.7μｍ溶油性原料36.3μmマコモダケ36.9μｍ枝豆20.6μｍ浸漬米21.6μmトマト72.5μｍ青汁残渣

25.9μm褐炭34.8μｍアガリスク茸22.0μｍ高麗人参20.7μｍ御飯24.4μｍタケノコ73.5μｍほうれん草

9.5μm食炭25.1μmサケフレーク22.3μm酒粕22.8μm米55.4μｍかぼちゃ45.4μmブロッコリー

8.4μm黄土7.1μm白子ペースト57.8μmキダチアロエ16.8μｍパンの耳39.4μｍかぼちゃ種52.3μmからし菜

10.4μｍ牛乳23.0μｍかつお節31.1μｍ果実38.2μｍバラの花78.7μｍ大根44.8μｍアスパラガス

9.2μｍヨーグルト65.7μｍ昆布残渣32.3μmアセロラ19.9μｍ栗皮渋46.1μmニンニク88.7μｍレタス

33.0μｍ酵素液12.4μm貝30.4μｍ親いも22.0μmおから49.9μｍ玉ねぎ69.1μｍ野沢菜

5.1μｍ
米タンパク
溶液

7.2μｍ卵の殻21.4μｍサツマイモ39.8μｍ大豆（加水品）30.7μｍナス17.2μm金時草

導入先企業様の声

・ 乾燥しているのにも関わらず色合い、風味が落ちていない。

・ 乾燥工程、粉砕工程と別々で考えていたが、この装置導入により
工程削減や設備投資を抑えることが出来た。

・ 含水原料を一気に粉末化し今までにない粉末を作ることが出来た。

・ 固形・液体などいろいろな状態の原料を同装置で乾燥～粉砕
まで行える事が画期的。

・ 粉の仕上がり温度上昇が少なく熱変性を起こさない事が凄い。

お問合せ

乾燥粉砕による粉末の仕上り

・ 気流式微粉砕+独自技術により、篩を
掛けずとも均一した粉を生産できます。

・ 気流による自生粉砕にて、粉の粒子が丸く仕上ります。
・ シャープな粒度分布が可能です。
・ 熱履歴が少ないので色鮮やかな粉末に仕上ります。
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